
風
信

　

平
成
十
八
年
の
春
、
出
島
に
新
し
く
五
棟
の
建
物
が
復
元
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
ひ

と
き
わ
大
き
く
目
立
っ
て
い
る
建
物
が
、
カ
ピ
タ
ン
部
屋
、
商
館
長
の
居
宅
で
あ
る
。

カ
ピ
タ
ン
部
屋
二
階
で
は
、
あ
る
日
、
あ
る
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
主
題
に
し
、
様
々

な
調
度
品
を
展
示
し
、
そ
の
情
景
を
再
現
し
て
い
る
。
そ
の
一
室
十
五
畳
の
部
屋
に
、

青
い
貼
地
の
美
し
い
長
椅
子
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
長
椅
子
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ン
・
ハ
ー
グ
に
店
を
構
え
る
骨
董
店

『D
A

A
TSELA

A
R &

 G
O

D
H

ELP

』
で
、
購
入
し
た
調
度
品
で
あ
る
。
こ
の
長
椅

子
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
夫
人
テ
ィ
ツ
ィ
ア
・
ベ
ル
フ
ス
マ
の
悲
し

い
物
語
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　

文
化
十
四
年
七
月
四
日
（
一
八
一
七
年
八
月
十
六
日
）、
三
年
ぶ
り
に
日
本
に
来

航
し
て
き
た
二
隻
の
帆
船
、
フ
ラ
ウ
・
ア
ガ
タ
号
と
カ
ン
ト
ン
号
の
入
港
に
、
長
崎

の
町
は
沸
き
か
え
っ
て
い
た
。

　

フ
ラ
ウ
・
ア
ガ
タ
号
に
は
、
新

任
の
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
が
乗
船

し
て
い
た
。
一
八
〇
三
年
よ
り
長

ら
く
商
館
長
を
勤
め
た
ヘ
ン
ド

リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
は
、
こ
の
到

着
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
船
に
は
、
出
島
へ
の
滞
在
が

許
さ
れ
な
い
女
性
や
子
供
、
す
な

わ
ち
ブ
ロ
ム
ホ
フ
夫
人
の
テ
ィ

ツ
ィ
ア
や
子
供
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
ら

が
乗
船
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

す
ぐ
に
は
長
崎
港
へ
の
入
港
が
許

可
さ
れ
ず
、
数
日
が
過
ぎ
、
時
の

長
崎
奉
行
の
は
か
ら
い
で
、
夫
人
達

の
出
島
へ
の
上
陸
が
許
さ
れ
た
。

　

然
し
、
上
陸
に
つ
い
て
は
一
旦
許
可
さ
れ
た
も
の
の
、
女
性
達
が
出
島
に
滞
在
す

る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ブ
ロ
ム
ホ
フ
一
家
は
、
幕
府
あ
て
に
嘆
願
書

を
出
す
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
結
局
こ
の
嘆
願
書
は
認
め
ら
れ
ず
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
と

そ
の
一
行
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
十
六
週
間
後
に
、
長
崎
を
離
れ
る
時
帰
ら
さ
れ
る
事

に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
長
崎
を
訪
れ
た
西
洋
の
女
性
の
こ
と
で
、
長
崎
の
町
は
大
騒

ぎ
と
な
り
、
女
性
達
は
短
い
滞
在
で
あ
り
な
が
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
絵
画
に
描
か
れ
、

又
、
彼
女
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
古
賀
人
形
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
、
神
戸
市
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
ブ
ロ
ム
ホ
フ
家
族
図
』
に
は
、
こ

の
家
族
の
姿
が
詳
細
に
写
さ
れ
て
い
る
。
カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
一
室
で
描
か
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
こ
の
絵
の
中
に
は
、
時
の
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
と
そ
の
夫
人
テ
ィ
ツ
ィ
ア
、

男
児
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
と
乳
母
ペ
ト
ロ
ネ
ッ
ラ
、
召
使
マ
ラ
テ
ィ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
絵
画
は
、
出
島
出
入
絵
師
川
原
慶
賀
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
慶
賀
は

こ
の
他
に
も
、
出
島
を
訪
れ
た
テ
ィ
ツ
ィ
ア
の
姿
を
数
枚
描
い
て
い
る
。

　

こ
の
家
族
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
思
い
な
が
ら
絵
画
史
料
に
向
き
合
う
と
、
そ

こ
に
は
、
長
い
航
海
を
乗
り
越
え
、
出
島
へ
の
女
性
の
上
陸
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
つ
つ
や
っ
て
き
た
テ
ィ
ツ
ィ
ア
夫
人
と
、
夫
人
を
信
頼
し
、
出
島
の
地
ま

で
渡
っ
て
き
た
若
い
女
性
ペ
ト
ロ
ネ
ッ
ラ
、
そ
れ
に
ジ
ャ
ワ
人
の
女
性
マ
ラ
テ
ィ
が

い
る
。
彼
女
達
の
思
い
と
は
う
ら
は
ら
に
、
日
本
人
が
初
め
て
見
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
女
性
の
姿
が
、
長
崎
の
人
々
に
と
っ
て
は
物
珍
し
く
、
奇
異
に

映
り
、
興
味
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

今
回
、
私
達
は
こ
の
絵
画
の
中
で
、
赤
い
ド
レ
ス
姿
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
が
腰
掛
け
て

い
る
長
椅
子
に
酷
似
し
た
調
度
品
を
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『D
A

A
TSELA

A
R &

 G
O

D
H

ELP

』
に
て
見
つ
け
た
。
こ
の
店
は
、
十
九
世
紀
初

期
に
流
行
し
た
ア
ン
ピ
ー
ル
様
式
の
調
度
品
を
た
く
さ
ん
取
り
扱
っ
て
い
る
店
で
あ

る
。
ア
ン
ピ
ー
ル
と
は
帝
政
の
意
味
で
、
帝
政
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
起

こ
り
、
デ
ザ
イ
ン
は
帝
政
期
の
ロ
ー
マ
や
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
装
飾
意
匠
を
も
と
に
、

直
線
と
厳
格
な
シ
ン
メ
ト
リ
ー
を
特
徴
と
す
る
。
そ
の
意
匠
は
当
時
の
建
築
や
室
内

装
飾
、
家
具
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
色
は
金
や
赤
、
黒
、
青
を
基
調
と
し
、
重
厚

な
印
象
を
受
け
る
。

　

こ
の
長
椅
子
の
特
徴
は
、
青
い
貼
地
と
金
色
の
鋲
、
そ
し
て
獣
足
を
模
し
た
脚
。

平
成
十
七
年
の
夏
、
展
示
業
務
の
一
環
で
、
オ
ラ
ン
ダ
各
都
市
の
骨
董
店
を
回
り
、

カ
ピ
タ
ン
部
屋
に
飾
る
調
度
品
の
選
定
、
買
付
け
を
行
っ
て
い
た
時
に
、
こ
の
長
椅

子
が
見
つ
か
っ
た
。

　

選
定
、
購
入
を
ま
か
さ
れ
た
展
示
の
委
員
を
含
む
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
前

述
の
川
原
慶
賀
の
家
族
図
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
て
い
た
た
め
、
家
具
の
ス
タ
イ
ル

と
貼
地
の
仕
上
が
り
が
絵
画
史
料
に
酷
似
す
る
こ
の
長
椅
子
の
発
見
を
喜
ん
だ
。

そ
の
後
、
そ
の
他
の
資
料
と
一
緒
に
、
こ
の
長
椅
子
も
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
出
島
に
運
ば

れ
て
き
た
。

　

出
島
滞
在
中
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
は
、
慣
例
通
り
、
旧
商
館
長
が
出
島
を
離
れ
る
ま
で

は
、
新
任
の
商
館
長
が
入
居
す
る
庭
園
の
別
荘
で
暮
ら
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
か
月
後
、

出
島
で
の
貿
易
を
終
え
、
二
隻
の
オ
ラ
ン
ダ
船
が
バ
タ
ビ
ア
に
向
け
て
出
港
す
る
時

が
家
族
と
の
最
後
の
別
れ
と
な
っ
た
。

　

出
島
を
離
れ
た
夫
人
の
一
行
の
バ
タ
ビ
ア
ま
で
の
船
旅
は
、
前
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ

と
船
長
ら
信
頼
出
来
る
人
物
に
囲
ま
れ
て
の
旅
で
、
一
月
ほ
ど
で
バ
タ
ビ
ア
に
到
着

し
た
。
バ
タ
ビ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
ま
で
の
帰
路
は
、
四
ヶ
月
以
上
の
船
旅
と
な
り
、

デ
ン
・
ヘ
ル
ダ
ー
の
港
に
到
着
し
た
と
き
に
は
夫
人
は
憔
悴
し
き
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、テ
ィ
ツ
ィ
ア
は
、病
に
か
か
り
、一
八
二
一
年
の
春
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
知
ら
せ
は
、
一
八
二
二
年
の
夏
に
出
島
を
訪
れ
た
船
に
よ
っ
て
、
夫
の
ブ
ロ
ム

ホ
フ
の
元
に
届
け
ら
れ
た
。
す
で
に
夫
人
の
死
よ
り
一
年
以
上
の
歳
月
が
過
ぎ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

テ
ィ
ツ
ィ
ア
の
日
本
へ
の
旅
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の
子
孫
に
あ
た
る
ル
ネ
・
ベ
ル

ス
マ
氏
が
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
籍
『
テ
ィ
ツ
ィ
ア
』
は
、
オ

ラ
ン
ダ
語
、
英
語
、
日
本
語
版
（
松
江
万
里
子
訳　

シ
ン
グ
ル
カ
ッ
ト
社　

二
〇
〇
三
年
刊
）
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

カ
ピ
タ
ン
部
屋
二
階
の
十
五
畳
の
部
屋
に
は
、
も
う
一
つ
、
探
し
て
欲
し
い
椅
子

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
じ
川
原
慶
賀
の
絵
画
の
中
に
あ
る
、
赤
い
礼
服
の
ブ
ロ
ム
ホ

フ
が
座
る
ラ
ッ
フ
ル
ズ
ス
タ
イ
ル
の
籐
製
の
椅
子
で
あ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
こ

ち
ら
も
同
等
品
を
購
入
で
き
た
の
で
、
現
在
部
屋
の
窓
際
に
展
示
し
て
い
る
。

　

時
代
を
超
え
て
向
き
合
う
家
族
の
姿
を
、
こ
の
室
内
の
空
間
に
想
像
し
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
あ
る
。 

（
長
崎
市
教
育
委
員
会　

出
島
復
元
整
備
室
）

三
一
〇
号　

平
成
二
〇
年
五
月
二
十
日

長
崎
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
夫
人
テ
ィ
ツ
ィ
ア
と
出
島
の
長
椅
子

○
暦
を
み
た
ら
五
月
一
日
は
「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
」
と
あ
っ
た
。
そ
し
て
先
輩
方
が

「
五
月
の
長
崎
の
楠
若
葉
は
日
本
一
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
だ
し
川
端
の

光
永
寺
に
行
き
、
そ
れ
よ
り
風
頭
の
楠
若
葉
を
見
て
歩
い
た
。

○
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
長
崎
で
は
五
月
五
日
が
男
の
節
句
で
あ
る
。
然
し
戦
前
の
長
崎
で

は
六
月
五
日
の
方
が
旧
暦
の
五
月
五
日
に
近
い
と
い
う
の
で
六
月
五
日
が「
男
の
節
句
」

だ
っ
た
の
で
、
男
の
節
句
に
食
べ
た
「
カ
カ
ラ
餅
」、
軒
先
に
搓
し
た
「
カ
ヤ
と
フ
ツ
」、

「
唐
ア
ク
粽ち
ま
き」「
ペ
ー
ロ
ン
」
と
、全
て
に
初
夏
の
季
節
行
事
と
い
う
感
じ
が
多
か
っ
た
。

○
次
に
、
長
崎
の
鯉
の
ぼ
り
の
あ
げ
方
が
、
他
地
方
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
い
る
の
に
お
気

づ
き
で
す
か
。
こ
の
よ
う
な
「
鯉
の
ぼ
り
」
の
あ
げ
方
は
唐
船
の
人
達
が
「
唐
ア
ク
粽
」

と
共
に
長
崎
の
港
に
残
し
て
い
っ
た
も
の
だ
と
先
輩
方
は
言
わ
れ
る
。

○
一
昨
日
、
旧
知
の
竹
之
下
憲
一
郎
氏
来
訪
、「
今
年
は
、
越
中
さ
ん
、
フ
ェ
ト
ン
号
事

件
よ
り
二
〇
〇
年
に
な
る
の
を
忘
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
ね
」
と
言
わ
れ
る
。

○
フ
ェ
ト
ン
号
事
件
と
は
、
文
化
五
年
八
月
十
五
日
（
一
八
〇
八
）
オ
ラ
ン
ダ
船
以
外
の

入
港
を
認
め
な
か
っ
た
長
崎
港
に
、
突
然
イ
ギ
リ
ス
船
が
侵
入
。「
無
礼
の
段
々
こ
れ

有
り
」
其
の
上
、
水
・
薪
・
食
料
を
要
求
。
ま
ん
ま
と
出
航
す
る
と
言
う
事
件
が
あ
っ

た
。
長
崎
奉
行
松
平
図
書
頭
は
立
山
奉
行
所
内
で
、
英
船
が
去
っ
た
翌
日
（
十
七
日
）

午
後
そ
の
責
任
を
と
っ
て
割
腹
。
更
に
こ
の
事
の
責
任
は
其
の
年
の
長
崎
警
備
役
鍋
島

藩
に
も
及
び
家
臣
は
割
腹
、
市
民
は
大
混
乱
と
な
っ
た
。
松
平
奉
行
の
墓
は
大
音
寺
に

あ
り
、
諏
訪
神
社
に
は
康
平
社
と
し
て
松
平
奉
行
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

○
五
月
十
三
日
純
心
大
学
に
新
し
い
博
物
館
と
収
蔵
庫
・
資
料
図
書
研
究
閲
覧
室
が
完
成
。

展
示
室
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
と
長
崎
美
術
工
芸
関
係
の
二
部
が
あ
っ
た
。
開
館
記
念
の

特
別
出
品
と
し
て
大
幅
の
圓
山
応
挙
・
雲
竜
図
、
荒
木
十
畝
・
富
岳
図
、
亀
山
焼
染
付
象
・

唐
菜
の
酒
瓶
・
長
崎
青
貝
細
工
・
ビ
イ
ド
ロ
細
工
と
各
種
が
特
別
出
展
し
て
あ
っ
た
。

○
日
蘭
学
会
員
で
長
崎
出
身
の
松
尾
龍
之
介
氏
、「
長
崎
蘭
学
の
巨
人
」
オ
ラ
ン
ダ
通
詞

志
筑
忠
雄
を
取
り
あ
げ
論
考
を
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
其
の
論
考
は
通
詞
志
筑
氏
を
中
心

に
、
当
時
の
社
会
状
勢
を
背
景
に
し
て
書
き
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
た
し
か
に
本
書
は
学

会
の
人
達
が
推
選
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
長
崎
蘭
学
資
料
の
必
読
書
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。（
弦
書
告
刊
、
一
九
〇
〇
円
）

○
五
月
四
日
長
崎
九
條
会
主
催
の
第
二
回
「
長
崎
茂
木
街
道

を
歩
く
」
は
、
昨
年
同
様
参
加
者
も
多
く
盛
会
で
あ
っ
た
。

山
口
美
由
紀

出島　カピタン部屋 2階


